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日比谷歯科新聞～18号
8月ですね～　Oです🤗  よく夏バテと言って食欲が落ちるという話しをよく聞きますがこれは

みんながなるんじゃないの？！ってくらい1年中食欲があります。辛いです💦
さて、今月は非常に大切なお知らせです💡 現在、日比谷歯科医院に定期検診メンテナンスにお越
しいただいている患者様の中にはお話を聞いている方もいらっしゃると思いますが、　　　　　　　
クリーニングの方法が全面リニューアル致しました👏 ✨
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今までのクリーニングの方法は汚れを徹底的に除去する‼ という超音波
スケーラー（歯石取りの器械）をしっかり全顎（全ての歯）に当てる方
法でしたが、現在は⇩ 
“エナメル質を傷つけずより快適に・安全かつ短時間で治療できるように
設計された方法”に変わりました。　「GBTというシステムです✨ 」

• • • • • • •

※今までも使用していましたがエアフローという器械でエナメル質・
歯肉を傷付ける事なくバイオフィルム（細菌層）を破壊し天然歯や　
インプラント、補綴物を守ります。

これがいつも使用している器械で
す。院内の衛生士は1人1台持って
おり、毎日これを使用していま
す。

このボトルに、とても
細かい微粒子の粉が入
っています。歯周ポケ
ットの中の細菌層もこ
れでしっかり除去でき
ます。

ブラッシング指導なども行ってきましたが、このGBT
システムでは患者様のホームケアへの考え方も徹底し
ています。 
やはり日頃の毎日のケアの仕方は非常に大切です👍

衛生士リーダーの道具さんより

日々情報が移り変わりが激しい歯科業界において私が重要視しているのは 
「EBM(Evidence Based Medicine)」＝「科学的根拠に基づく医療」です。
その中で歯面を傷つけず縁下（歯茎の中）にまでアプローチ出来るというエ
ビデンスを持っているのはエアフローでのパウダーメンテナンスのみです。
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そのため、今後はエアフローでのパウダーメンテナンスを主に患
者様の口腔内に合わせたオーダーメイドの治療を提供できるよう
に努力して参りますのでどうぞ宜しくお願い致します。
パウダーメンテナンスに欠かせないエアフローがこちらです⬇

日比谷歯科医院は日々前進
しております👍 　　　　　　

Oでした～👋


